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構成を熟知しない管理オペレータの複数名で構

成される。各管理者が各自の基準でボリューム

操作をして性能低下を起こすことのないよう、

エキスパート管理者は運用指示を行わなければ

ならないが、多数のボリュームの用途を考慮し

た運用指示は、エキスパート管理者の負担が非

常に大きくなる。 

1. はじめに 

企業内情報の電子化に伴い、企業情報システ

ムのデータ量が増大している。増大するデータ

の効率的な管理と活用のため、SAN による異種複

数のストレージ装置が混在するシステムが普及

してきた。 

多数のボリュームを保持する大規模 SAN 環境

は、SAN 構成を熟知しない管理者を含む複数の管

理者によって管理される。このとき、用途に応

じたアクセス性能を確保するボリューム管理を

実現することは非常に難しい。 
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本研究は、大規模 SAN 環境のボリューム管理

負担軽減を目的とし、本報告では、SAN 管理イン

タフェースとして標準化の進む CIM の「ヒン

ト」をボリューム配置支援機能に活用すること

を提案する。ストレージ管理者のうち、SAN 構成

を熟知したエキスパート管理者が「ボリューム

ポリシー」を定義し、管理オペレータと共有し

て、ボリュームをグループ管理する。本ポリシ

ーは、CIM の「ヒント」を含むボリュームの稼動

条件を定義するものであり、これを用いて稼動

監視閾値設定も実施する。本ポリシーにより、

管理者間で矛盾しないボリューム配置が可能と

なる。さらに、SAN の構成変更時には、ポリシー

を再評価し、再配置すべきボリュームを容易に

抽出することができる。 
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図 1 本研究の課題 

2.2.  CIM のボリューム作成サービス 
ストレージ装置毎に異なる管理インタフェー

スを標準化する CIM が普及しつつある[1][2]。 

CIM には、「ヒント」を指定したボリューム作

成サービスが定義されている[3][4]。ここで

「ヒント」とは、ストレージ装置内のボリュー

ム配置におけるアクセス帯域や信頼性、可用性、

コストなどを指定するパラメータである。例え

ば、オンライン処理用のボリュームは、「アク

セス帯域＝大」「信頼性/可用性＝大」といった

ヒントを指定する。 

2. 本研究の課題と目的 

2.1.  本研究の課題 
本研究の課題を図 1に示す。ストレージ管理者

は、オンライン処理やアーカイブなど、用途に

応じた性能を確保するため、稼動状況や SAN 構

成を考慮し、適切なストレージ装置にボリュー

ムを配置する。また、稼動状況を監視し、必要

に応じて、ボリュームを再配置する。 

本サービスにより、ストレージ装置の物理構

成を熟知していない管理者もボリューム作成指

示が可能になる。 

大規模 SAN 環境では、非常に多数のボリュー

ムが配置される。そして、ストレージ管理者は、

SAN 構成を熟知したエキスパート管理者と、 

2.3.  本研究の目的 
本研究の目的は、大規模 SAN 環境におけるボ

リューム管理負担を軽減することである。本報

告では、CIM の「ヒント」を含む「ボリュームポ

リシー」を用いる、ボリューム配置支援機能を

提案する。 
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3. ボリューム配置支援機能の検討 

3.1.  ボリュームポリシー 
大規模 SAN 環境でのボリューム管理の課題を

まとめると以下のようになる。 

 SAN 構成を熟知しない者を含め、複数管理

者が同じ基準でボリューム操作すること。 

 SAN 上の異種複数ストレージ装置を使い分

けてボリューム配置すること。 

前者の課題を解決するため、ボリュームの用

途を利用する。エキスパート管理者は、用途を

から、ストレージ装置への配置定義となる「ボ

リュームポリシー」を作成し、ボリュームを本

ポリシーでグループ分けする。さらに、本ポリ

シーをボリューム作成や監視のパラメータとし

て用い、管理オペレータと基準を共有する。 

後者の課題を解決するため、「ボリュームポ

リシー」の項目を、表 1に示すように、CIM のヒ

ントと、ボリューム配置先となるストレージ装

置を組とする。その理由は、現在の CIM の「ヒ

ント」は、ストレージ装置内のボリューム配置

基準を定義するには十分であるが、異種複数ス

トレージ装置の性能やコストを相対評価するこ

とは人手に依存しているからである。エキスパ

ート管理者の知識によって用途に対応したスト

レージ装置を決め、装置内の配置は CIM のボリ

ューム作成サービスに任せることにより、SAN 上

の異種複数ストレージ装置へ適切にボリューム

配置が行われることが期待できる。 

表 1 ボリュームポリシーの項目と内容 

項目 内容 

グループ名称 ボリュームグループの名称 

優先ストレージ装置 ボリューム配置先となるストレ

ージ装置 

許容コスト CIM の StorageCostHint 

アクセス帯域 CIM の AccessBandwidthWeight 

リード/ライト比率 CIM の AccessDirectionHint 

アクセスランダム性 CIM の AccessRandomnessHint 

RAID レベル CIM の StorageEfficiencyHint 

3.2.   ボリューム配置支援機能の構成 
ボリュームポリシーを利用したボリューム配

置支援機能の構成を図 2に示す。 

エキスパート管理者は、ボリュームポリシー

を定義してポリシー格納部に保存し、管理オペ

レータと共有する。 

ストレージ管理者は、本ポリシーを指定して

ボリューム作成を行う。 

ボリューム管理ソフトは、本ポリシーに基づ

いてボリューム稼動監視を行う。監視閾値違反

や SAN の構成変更が発生したときは、「ボリュ

ームポリシーに違反が発生した」としてエキス

パート管理者に通知する。 
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図 2 提案機能の構成 

3.3.  本機能が有効なユースケース 
本機能のユースケースとして、ボリューム作

配置や監視に加え、装置増設や装置リプレース

時など、大量のボリュームの再配置が発生する

ときを考える。 

従来大量のボリュームを再配置するには、各

ボリュームの用途把握と、再配置対象ボリュー

ムと再配置先の決定を、エキスパート管理者が

人手で行わなければならなかった。本機能によ

れば、エキスパート管理者がボリュームポリシ

ーの定義を修正すれば、本機能によって、ポリ

シー違反の通知という形で、再配置対象ボリュ

ームと再配置先の一覧が作成される。よって、

エキスパート管理者は、再配置計画作成などに

専念することができる。 

4. まとめ 

本報告では、CIM の「ヒント」を含む「ボリュ

ームポリシー」による、大規模 SAN でのボリュ

ーム配置支援機能を提案した。今後、本機能を

試作し、有効性を評価する予定である。 
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